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土壌汚染対策法第５条第４項に基づく指定区域の指定解除について　

下記１の工場敷地については、土壌汚染対策法（平成14年法律第53号。）に規定する指定基準に適合しないと認める土地があることから、平成18年11月14日付けで敷地の一部について下記２及び３のとおり指定区域に指定しましたが、汚染の除去により指定区域の指定の事由がなくなったと認められることから、下記４のとおり指定区域の指定を解除します。
記

１　工場の名称　三洋電機株式会社　回転機事業部（電化製品製造業、面積：約61,590m2）
　　　　　　　　（所在地：別紙１のとおり）
２　指定区域　　加西市北条町北条字山添204番1の一部、208番の一部、208番2の一部、北条字尾長150番1の一部、156番1の一部、156番5の一部、北条字鳥居元314番3の一部、323番3の一部、北条字馬橋320番の一部、337番1の一部、337番6の一部、337番8の一部、340番1の一部

面積　3,101m2（別紙２のとおり）

３　指定基準に適合しないと認める特定有害物質の名称
六価クロム化合物、シアン化合物、鉛及びその化合物、砒素及びその化合物、ふっ素及びその化合物、ほう素及びその化合物
４　指定を解除する区域　２の区域の全部

５　汚染の除去等の措置（汚染土壌の掘削除去）の内容、確認

（１）汚染の除去対策

　　①　汚染土壌の措置は、掘削除去及び清浄土による埋め立てである。

　　②　土壌ボーリング調査結果に基づき、指定基準に適合する深度（汚染深度より0.5～1ｍ深い深度）まで掘削し、清浄土（品質確認済み土壌）で埋め戻した。
　　③　掘削後、汚染土壌の認定浄化施設に専用ダンプ等で搬出し、適切な処理を行った。

　　④　掘削に伴い、湧出する地下水については排水処理施設を設置し、処理した。

（２）土壌掘削処分量
　12,806.0ｔ（6,740.0 m3）

（３）汚染土壌処分方法及び処分先
　　　専用ダンプによる陸上輸送及び海上輸送により、汚染土壌の認定浄化施設に持ち込み処分した。
　　　土壌処分先　エコシステム花岡株式会社　松峰工場（秋田県）
６　経緯
	平成18年８月
	特定施設の廃止

	同　　 ８月

同　　 10月

同　　 11月
	土壌汚染状況調査着手

土壌汚染状況調査結果報告（10月3日）

指定区域の指定（11月14日）

	平成19年１月
	対策工事開始

	　同　　 ５月
	対策工事完了（５月25日）

	　同　　 ６月
	措置完了報告（６月25日）
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